
【感染症発生動向調査事業から】 
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Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎発生状況
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今、何の病気が流行しているか！  

第３５週報告数第１位 

令和８年８月２４日（月）～令和８年８月３０日（日）〔令和８年第３５週〕の感染症発生状況 

第３５週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃腸炎 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は２．８７人と前週（１．５８人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．５１人と前週（１．６８人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は１．４１人と前週（１．１２人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

第３５週報告数第３位 

第３５週報告数第２位 

（問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策課・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和８年９月１日作成 

インフルエンザによる学級閉鎖の報告がありました！ 

川崎市内の複数の小学校から、２０２６／２０２７シーズン初めてのインフル
エンザによる学級閉鎖の報告がありました。川崎市における定点当たり報告数は、
第３５週（８月２４日～３０日）に２．８７人となり、流行が始まった第３２週
（８月３日～９日）以降、徐々に増加しています。区別の定点当たり報告数は、
高津区が４．１０人と最も多く、次いで川崎区が３．６３人でした。また、本
市のリアルタイムサーベイランスでは、各区から主にＡ型インフルエンザが報
告されています。 

インフルエンザは、例年学童を中心に流行が始まり、その後高齢者等へと感染
が拡大する傾向がみられます。現時点では小児の報告が多くを占めていますが、
今後の流行状況に注意し、必要に応じてマスクの着用や手洗い等の感染対策を徹
底しましょう。 

 
 

川崎市におけるインフルエンザの発生状況（５年間） リアルタイムサーベイランスにおける 
A 型インフルエンザ分布マップ（令和８年８月３１日） 

 

 

令和８年９月１日１１時３０分時点の 
川崎市感染症情報発信システム（ＫＩＤＳＳ）データより作成 
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